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質
問
　

①
農
林
漁
業
へ
の
新
規
参
入
や

跡
継
ぎ
へ
の
助
成
の
新
年
度

実
施
を
。

②
安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
確

保
を
図
る
た
め
、
医
師
確
保
、

開
業
へ
の
支
援
、
病
院
・
診

療
所
の
連
携
を
ど
う
実
現
す

る
か
。
行
政
、
医
療
機
関
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み

を
ど
う
発
展
さ
せ
る
考
え
か
。

沼
崎
町
長
　
　

①
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
各
産

業
間
の
バ
ラ
ン
ス
や
県
な
ど

の
補
助
制
度
の
内
容
等
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

漁
業
後
継
者
・
担
い
手
育
成

対
策
は
必
要
と
考
え
る
の
で

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

②
医
師
不
足
は
県
立
山
田
病
院

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
医
院

も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
将

来
的
に
は
、
民
間
医
院
を
開

業
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
支

援
制
度
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
病
院
・
診
療
所
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
県
立
山
田

病
院
の
診
療
体
制
が
限
界
に

達
し
た
場
合
、
宮
古
医
師
会

を
通
じ
て
、
町
内
の
開
業
医

院
の
先
生
方
に
よ
る
応
援
体

制
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
お

医
者
さ
ん
に
選
ば
れ
る
「
町

民
の
意
識
」
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

産業・保健

町
民
意
識
の
醸
成
を
図
る

地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
は

町の考えを聞く

佐藤照彦議員

建設行政

工
事
費
の

～

％
を
補
助

２０

３０

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
概
要
は

質
問
　
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
基
本
的
な
考
え
方
、
予
算

額
等
を
示
せ
。

沼
崎
町
長
　
新
年
度
実
施
を
予

定
し
て
い
る
の
は
、
仮
称
「
山

田
町
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
」
で
、
新
築
に
対
す
る
補
助

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
対
象
者
は
①
住
民
登
録
を
し
、

居
住
住
宅
を
所
有
す
る
者
②
町

税
等
の
滞
納
が
な
い
者
な
ど
で
、

施
工
業
者
は
町
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個

人
で
あ
る
。

　
対
象
工
事
費
は
　
万
円
以
上

10

で
、
工
種
は
①
下
水
道
に
接
続

す
る
水
洗
化
②
住
居
家
屋
の
耐

震
補
強
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
④

省
エ
ネ
化
⑤
そ
の
他
住
居
の
機

能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
工
事

で
あ
る
。

　
補
助
事
業
の
期
間
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
3

23

25

カ
年
間
で
、
毎
年
度
1
0
0
0

万
円
を
補
助
す
る
。　
補
助
金

は
対
象
工
事
費
の
　
％
か
ら
　

20

30

％
で
、
か
つ
限
度
額
を
　
万
円

10

か
ら
　
万
円
と
す
る
。

20

山田病院と地域医療を守る会の懇談会
（船越防災センター）

◆
総
務
行
政
（
シ
ベ
リ
ア
元

抑
留
者
へ
の
補
償
）
に
つ

い
て そ

の
他
の
質
問


